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令和 6 年度 4 月優っくりグループホーム石神井台沼辺 運営推進会議議事録 

  

【開催日時】 

令和 6 年 4 月 27 日(土曜日)14 時 15 分～14 時 30 分 

【開催場所】 

Zoom にて開催 

【参加メンバー】 

小谷、早川様（練馬区介護保険課）、荒木・小林様(第二光陽苑地域包括支援センター)、M

様（利用者様ご家族） 

【開催内容】 

①最近のご利用者様のご様子について報告 

※写真を添えて説明 

 コロナの感染等もありましたが新規入居者様（前回報告）も環境に慣れて皆様元気に過

ごされております。4 月は川沿いを中心に外出することが多くありました。誕生日会も開

催されその時の写真も掲載しています。 

 

②職員の入退職 

入職 0 名  

退職 0 名 

異動 0 名  

 前回の報告から職員の変更はありません。 

 

③入退去状況 

≪退居≫ 0 名  

≪入居≫ 0 名  

≪入院≫ 1 名  

≪退院≫ 0 名  

4 月 26 日時点 入居 18 名（空室  0 室）  

 

入退去はどちらも 0 名となり満床となっております。1 名入院されている方がいらっしゃ

います。新規の問合せはいただいており見学対応も行っていますが今のところ申込用紙は

いただいておりません。 



≪要介護度の内訳≫・・・4 月 25 日現在 

   要介護１ → 6 名 

要介護２ → 4 名  

要介護３ → 4 名 

要介護４ → 2 名 

要介護５ → 2 名 

      4 月現時点での平均要介護度 2.44 

 

前回と介護度に変更はありませんが、認定調査等が予定されているため次回報告では変化

が見られるものと思われます。 

 

④ひやりはっとと状況報告の件数とポイント紹介 

 

     

≪ポイント≫ 

前回よりも転倒に関するヒヤリハットは減っていますが、車椅子からずり落ちの危険性や

赤外線センサーの設置ミスの報告が続いています。 

誤嚥の項目は義歯の入れ忘れのケース、食事提供の項目では他の方のものを手に取ってし

まうケース、忘れ物・紛失では自分のものだと思って持ち出してしまうケースが殆どを占

めています。 

今回は離設の報告が増えていますが、最近入られた方の自立度が高いが故の影響と考えら

れます。5 月に各フロアの扉をカードキーによる施錠に切り替える改修工事を予定してい



ますので離設に関しては改善が見込まれます。 

その他の項目については職員の記録ミスの他、対人トラブルに発展すると思われるケース

を含めております（他の方のお部屋で寝てしまう等）。 

 

⑤状況報告 R5 年 2 月 23 日～4 月 25 日 

今回の期間では状況報告書が 4 件確認されています。 

【①お椀の物損事故】 

概要…朝食準備の際、持参されているお椀に味噌汁をよそった後に IH コンロの上に置い

てしまった。その後早番勤務が食器洗いの際に底面が溶けているのを発見。 

問題点…IH コンロの電源を切っていたが十分に冷えているか確認を怠った。そもそも IH

コンロの上に鍋類以外置くべきではなかった。 

 

【②ベッドからずり落ち事故】 

概要…20 時頃に居室の様子を伺うと利用者様がベッドから落ちて床に寝ていた。血圧がや

や高めだが、特段外傷は見られず。医師とご家族様に報告し様子観察となる。 

問題点…時折身体を大きく動かしてベッドに足をかけること等があり、今回は特に身体を

動かされてずり落ちてしまった可能性。寝る位置やクッション使用によりリスク低減を図

るべきであった。 

 

【③櫛の破損事故】 

概要…入居者様の清拭を行っていたところ、櫛を床に落としてしまい持ち手の部分が割れ

てしまった。破損部分はテープで補強し、ご家族様に報告と謝罪を行う。 

問題点…往診前に介助を済ませようとして職員に焦りがあった。 

 

【④落薬事故】 

概要…昼食後薬を職員が手のひらに出し服用していただき、手のひらや口の中に薬が残っ

ていないことを確認したが、午後の清掃業務にて落薬を発見。医師に報告し様子観察の指

示を受ける。ご家族様に報告と謝罪実施。 

問題点…各主動作良好な方で飲み込みも問題がなかったため、手のひらに薬を出して飲ん

でいただいていた。職員は飲み込みまで確認したつもりだったが、実際は気付かない間に

薬が落ちていた。今後はスプーンに乗せての服用やオブラートゼリーの使用により同様の

事故が起きないようにする。 

 

 

 

 



⑥3 月の新型コロナウイルス対応報告 

3 月 16 日にて利用者様の発熱を確認し職員含めて全員に抗原検査キットを使用したとこ

ろ、職員 1 名と利用者様 2 名に陽性反応有。小規模でもコロナ対応中であったがフロア間

の出入りは禁止していたため経路の特定には至らず。陽性となった職員は非常に軽度であ

り「花粉症だと思ってた」とのことで持ち込んだ可能性も否めず。 

以降も利用者様 1 名、職員 1 名の感染を確認しており、3 月末で対応終了となったものの

利用者様 3 名・職員 2 名の計 5 名陽性となった。 

 

⑦質疑応答 

・小林様より…どの事業所でもそうだがコロナについては注意して欲しい。職員の罹患に

よって利用者様への手が足りなくなることで転倒等が発生してしまう恐れもあるので対応

について振り返りを行ってほしい。 

→これまで通り出勤前の検温等引き続き注意して活動を継続して参ります。今回は職員が

非常に軽度の症状であり、時期的に花粉症だと思ってしまったところが上手くいかなかっ

た点だと思われます。 

 

⑧次回開催は 6 月下旬を予定 

 

 

以上 


